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2012 年の『夏期合宿』(第 32 期)が８月１日か

ら始まります。

例年，特に幼い中学１年生が合宿の内容を把

握するために『夏期合宿の軌跡』を発行してき

ました。(初めて合宿に参加する高１生も似たよ

うな不安を抱えているかも知れません。)

今年の『夏期合宿の軌跡』についてですが，

近年掲載していた「去年の夏期合宿の記録」(主

に塾長ブログから抜粋したもの)はＰＤＦファ

イルの形で，ホームページに掲載することにし

ました。(その方がカラーで読めますからより分

かりやすいと思います。)

従って，今年の軌跡は，歴史回顧・(大学生に

なった)過去の中１の反省文・去年の各学年の合

宿反省文から構成することにしました。(ホーム

ページには，近年の『夏期合宿の軌跡』も掲載

しています。)

(URL  http://www.niji.or.jp/home/lesekreis/ )

☆次の『歴史回顧』は，2005 年にまとめたものです。

それを 2006 年，2007年と加筆しました。歴史を知ら

ないと，愚行を繰り返すことにもなりかねませんから。

夏期合宿の歴史回顧

2006 年の夏期合宿は第 26期。今までの４分の１世

紀(！)の間には，いろいろなことがありました。合宿

の思い出については，1999 年に『合宿の歩み』とい

う小冊子を発行しています。それからでも随分長い時

間が経過しました。そこでまず，合宿の全般的な歴史
．．．．．．．．．

や設備の状況
．．．．．．

が分かる記事を掲載します。これら(第

１話～７話)は，2005 年にホームページに掲載したも

のを加筆訂正したものです。

☆第１話☆

合宿は，今年で 27 回を数えます(「試行」を含める

と 28 回)。最初は，プレハブを(夏の間だけ)リースし

て大変でした。そして，これは(主に中２で行われる)

「宿泊学習」よりもずっと前
．．．．．．．．．．．．．

になります。食事，洗濯

など日常生活
．．．．

すべてを分担して行う
．．．．．．．．．．

ということは「宿

泊学習」がまだ手をつけていないことですね。

合宿をすることによって，私たちと生徒たち，生徒

たち同士の「垣根」は圧倒的に低くなります。もちろ

ん，当初は１週間を基本としていましたから，「もめ

ごと」もあれこれ起こります。そうした「もめごと」

を曲がりなりにも解決することから，また次の課題も

浮かび上がってきました。(最近の合宿は短すぎる
．．．．．．．．．．

の

です。)

もちろん，「学習面」でも，当初は平常の１カ月分

以上(今でも２～３週間分)のことが消化できます。合

宿を契機にして単語嫌いを克服
．．．．．．．

した人もたくさんい

ます。(役割はありますが，テレビやゲームはありま

せんから。)

設備も年々少しずつ整備してきました。昔の生徒が

見たら，きっと「言葉も無い」状態になっています。

厨房は建物の中に(ということは昔は「外」だった！)

入っていますし，寝床はゆったりしていますし，最近

は「クーラー室」から「保健室」までできていますか

ら。トイレも水洗

トイレ(半分が洋

式。)ですし。(掃

除をさぼって，蛆

を発生させたのは

遠い昔のことで

す。)教室は教室で整備されましたし。(ということは，

「食事だ」で机や椅子を片付けなくていいし，「通路

教室」もないということです。(笑))

暑い中で，汗を流しながら料理を作り，洗濯をし，

それこそ「ジュース」や「お菓子」もない中で，テキ

ストにポタポタ汗を落としながら「周りの目もあっ

て」(？)勉強するのです。そうした時間の合間に食べ

る桃やスイカの美味しさ，グラウンドでのソフトボー

ル，自然の風の快適さ。そうした日常こそ大切
．．．．．．

なので

はありませんか。一過性のイベントではなく。
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☆第２話☆

今日はシャワー室の歴史。今のシャワー室は３代目。

(一番最初の「掘っ立て小屋」での露天シャワー室は

除いて)「露天シャワー室」を思い出したついでに少

し書いておきましょう。

当時住んでいた家(その横にプレハブを建てて合宿

を行いました。)に

は，シャワーは(当

然)１台しかありま

せんから，人数をこ

なすことが出来ま

せん。家のシャワー

はやはり女子優先で(女子は甘やかされていますね

ぇ・・・)，男子を一挙にシャワーをさせようという

ことで，「掘っ立て小屋」の屋根に子供用のプールを

載せて，太陽熱で温水にし，そこからサイホンの原理
．．．．．．．

で(これ，今の中学では学ばないんですね)，「湯」を落

とすという計画を思いつきました。(そうすると一挙

に５～６人できるぞ！と。)

ところが，あいにくその日は曇り空で，屋根のプー

ルの水は水のままだったのです。はしごをかけて，鍋

で沸かした湯を入れましたが，ほとんど効果はありま

せん。

ところが，その狭い空間に詰め込まれた男子たち，

キャーキャー言いながらも結構楽しんでいる様子。そ

れから随分仲良くなったことは言うまでもありませ

ん。(何も隠すものがなくなったからかも？)(これが

「水シャワー」です。)

さて，それから３年目(1983 年)，もと校舎の「払い

下げ」があって，巨大なプレハブが手に入りました。

(４間×10 間)今は亡き「旧食堂・旧女子部屋」です。

そのプレハブを，実家の田んぼをつぶして建てました。

その横にシャワー室を作ったのです。もちろん手作り

です。

原理は「水シャワー」と同じです。違うのは，屋根

にはタンク，湯はボイラーの湯。しかしこのボイラー

が「曲者」で，もちろん中古品ですから，湯量が少な

いのです。屋根の高さも低かったので，水圧は推して

知るべし。しかもタンクが小さかったので，よく「湯

切れ」になりました。それでも，一度に３～５名がで

きたのです。身体中に(時には頭に)泡がついていると

き湯切れになって泣いた人もいることでしょう！

そして，抜本的な改革を図るべく，それから４年後

(1987 年)，新シャワー室を設計しました。タンクを大

きく，高さを高く，そして一挙に 10 名がシャワーで

きるというものでした。しかし，せっかく，タンク台

を作ったのにタンクが上がりません。ロープで引っ張

ったり，棒でつついたり・・・ロープで支えていた子

(これが何と高３)の腕は棒になっていたそうです(今

小３の子がいるとか)。

しかし「はしごを使う」ということを考え付き，あ

っけなくタンクは設置できました。このシャワー室は

みんなに感動を生みました。３分間からその倍にシャ

ワー時間も延び

ましたし。ただ，

一つだけ難点が

ありました。純粋

の個室ではなか

ったのです。間仕

切りはありましたが(ということは，それまで，間仕

切りは・・・・)，使った湯が足元を流れていくので

す・・・。(途中でボイラーは新しいものに変わって

います。)

そして 1993 年，本格的な合宿所設備の整備に入り

ました。この年に合宿所本館・トイレ棟とともに，新

シャワー室ができました。もちろん，完全個室(一つ

一つの個室に

排 水 溝 が あ

る！)です。し

かしタンク台

(鉄骨で出来て

いる)を人力で

運ぶのは大変

でした。今思えば，よく怪我をしなかったとしか言い
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ようがありません。

ところが，シャワー室の格好は出来たのですが，中

の間仕切りが間に合いません。私一人ではどうにもな

らない時に，強力な援軍が現れました。Ｋ君です(当

時京大生)。彼の手助けもあって，何とか合宿初日に

間に合ったのです。

そして，Ｋ君に釘を渡していた(間仕切りをすると

いうことは，コンパネ等の釘打ちが必要になります。)

のが，Ｍさん。今，２人は２児の親
．．．．．．．．．

！そうです。ここ

から始まったとか。

☆第３話☆

「旧食堂・旧女子部屋」の話しです。その手に入れた

「元校舎」は天井も高く，しっかりしたものでした。

(さすがに・・・ですね。)その建物を，これまた廃品

の柱にカンナをかけ(もちろん私がです)，再利用して

３つの部屋に仕切りました。廃品の柱は勿論，寄贈品

です。協力者はいるものです。

当時としては，清水の舞台から飛び降りる気持ち
．．．．．．．．．．．．．．．

で

(さて，高３，英訳してみよう！)，「大工道具」を購入

し，朝から作業にかかっていました。10 間の長さの

うち，女子部屋に３間，男子部屋に２間(と言っても，

女子部屋との間には押し入れやロッカーを作りまし

たから，実質は

1.5 間。残りが食

堂部分です。(そ

ういえば，各部屋

に畳(これも貰い

物)を敷き詰めて

いたとき，思い切り蹴って押し込めた瞬間に「ぎっく
．．．

り腰
．．

」になりました！今の持病の始まりです。)

※「間(けん)」のレクチャーです。色々な日本の建物

は基本的にこの考えでできています。１間×１間が１

坪で畳２畳に相当します。従って，女子部屋は４×３

で 12坪，24畳部屋ということになります。理屈では。

つまり，プレハブでは１間が短いのです。(大体 182cm

普通は 190～195cm くらいでしょうか。この近辺では。

関東ではプレハブ並みだそうですね。)

食堂は，時には教室であったりもしました。それで

は複数学年いますから教室が足りません。そこで，テ
．

ラスや通路を教室
．．．．．．．．

にしたのです。

男子部屋は，もちろん足りませんから，「作りつけ」

の２段ベッドを作りました。風が通りませんから，そ

の暑かったこと暑

かったこと。女子

部屋もその部屋に

30名以上詰め込み

ましたから，決し

て快適ではなかっ

たことでしょう。ふとんは３人で２枚だったように思

います。

もともとイタズラ好きですから，寝静まった頃，食

堂で，焼き鳥を焼いたりして・・・・そうすると，そ

の「香り」が特に男子部屋に漂います。２段ベッドの

上から食堂が覗けましたから，次々に起き上がってき

たり・・・

さて，その旧本館も狭くなり，合宿中は新たなプレ

ハブをリース

して，まず男子

部屋がなくな

りました。とい

うことは，男子

は，そのリース

したプレハブで寝るのです。その暑いことと言ったら，

旧男子部屋の比ではありませんでした。窓用換気扇を

買って取り付けたときの快適さを覚えている子もき

っといることでしょう。

それで，新本館(現在の合宿所本館)建設とともに，

(新食堂を同時に建設する余裕がなかったため)旧本館

は，食事だけのスペースになりました。女子部屋は教

室に。それで旧本館を「旧食堂・旧女子部屋」と呼ん

でいたのです。そうすると新女子部屋は？本館の２階

です。(今の第一女子部屋)風通しはよく，快適な部屋

でしょう？
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やがて「新食

堂」(これについ

てはまた後日)建

設とともに，旧

食堂・旧女子部

屋は，「教室」と

しての役割だけ

になります。(本来の役割ですね。)

しかし，専門家の診断を受けた旧食堂は，柱(鉄)は

ボロボロ状態でした。そして，2001 年 12 月に解体と

いうことになった

のです。今，その

跡 地 に 北 教 室

(2002 年)が建ち，

南教室(2003 年)が

建ち，広いテラス

もできています。

☆第４話☆

新食堂(現在の食堂)は，実は３号館の建っていると

ころにありました。1991 年，現在の３号館の用地を

取得し，そこにプレハブでしたが，４間×６間総二階

の「小学部」
．．．．．

を作りました。(間仕切りをして３教室

＋講師室。トイレは高級プレハブでした。接続部分は

例によって手作り。)

1994 年に，３号館建設の構想がまとまり(11 月に完

成)，その小学部を合宿所に移設しました。隣に広い

厨房をとり，カウ

ンター (３間分の

長さ )も設置しま

した。そして２階

を男子部屋にした

のです。それでも

人数の割には狭く，大量の２段ベッドも購入しました。

その後，1996 年に食堂を３間延長し(同時に男子棟

(４間×６間総二階)も建築。やっと男子専用の建物が

できました。(笑))，現在の大きさの食堂になったので

す。(４間×９間ですから，72 畳ということになりま

す。)そして，二階は，「第二女子部屋」になりました。

これで，１期当たり 100 名を越しても，比較的ゆった

りとした合宿生活が送れることになった訳です。

この間，1995 年には講師棟(４間×５間総二階)も

作りました。あちこち移動していたスタッフの寝床が

確保できたのです。

(それにしても合宿

中の男子スタッフの

部屋(二階)は，余り

にも整理が行き届い

ていて，ちょっと公

開できません。(笑))

これらの建物の配置は，騒音や光ができるだけ外部
．．．．．．．．．．．．

に漏れないように
．．．．．．．．

，風通しがよいように配慮しました。

また，各建物は，テラスや廊下でつながっています。

☆第５話☆

去年の合宿には東大生４名を始め，たくさんの大学

生スタッフ(すべて卒塾生)が参加しました。今年もも

ちろん彼らのヘルプを期待しています。

今でこそ，卒塾

生の数も多く，

「遊びたい心」(失

礼！いろいろな

活動)を犠牲にし

て，たくさんの大

学生スタッフが合宿の協力をしてくれます。でも，も

ちろん最初からそうではありませんでした。

最初の２年間(多分)は，大学の後輩のＫ君がわざわ

ざ東京から来て手伝ってくれました。彼は，高校時代

全国模試でトップ
．．．．．．．．

をとったこともある人です。(今は，

３人の子持ち！)その上，いろいろ気が付いて，しか

も優しく，ホントに東大生には珍しいような素敵な人

でした。彼のような大学生を輩出しようという一つの

モデルに今でもなっています。

彼は，別府出身です。そうです。庭を掘ると温泉が
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湧き出るという。ある時，風呂から出てきたＫ君に「湯

加減」を尋ねると，「まあまあ」とのこと。「それはそ

れは」ということで，その後風呂に入ると・・・何と，

手も浸かりません。もちろん，熱くて(笑)。やっぱり，

温泉の本場の人は違うな，と「結婚式のスピーチ」で

述べたのを思い出します。

「旧食堂」が出来た時には，塾外からＭ君(現役東大

生)に来てもらいました。合宿中Ｍ君の「彼女」が急

逝しました。喪服を貸してあげたり・・・命の儚さを

思ったり・・・。

それから，(たぶん)２年間くらいは私の学生時代の

親友のＩ君が来てくれました。彼は，大学卒業後，ま

た受験し，今は精神科医
．．．．．．

として(恐らく)活躍していま

す(笑)。

そうこうするうちに，初代の高校部の卒塾生(塾発

足当初小６…この学年が塾を引っ張ってきたのです。

成績面でも。)が大学生になり，以後延々と続く，卒
．

塾生による合宿スタッフ制度
．．．．．．．．．．．．．

が出来上がりました。

中でも記憶に残るのは，初代の早稲田大のＡ君，その

２歳下の慶応大のＮ君です。特にＮ君は大学生時代，

そして(「休暇」をとってまで)社会人になっても，(た

ぶん)６年間は来てくれたと思います。感謝していま

す。そのパワーとスピードは尋常ではありませんでし

た。もう「時効」だろうと思いますが・・・炎天下の

グラウンド整備を一緒にして，冷蔵庫の裏に隠れて２

人で飲んだビールの味は格別でした！(当時は，講師

室などありませんでしたから。)

スタッフを思い出すと，本当に，よく働く人たちで

した。そうした幸運を感謝せずにはいられません。彼

らなしでは，４分の１世紀に及ぶ「レーゼクライスの

合宿」は不可能だったでしょう。

しかし，ふと思ったのですが，長い期間続けて合宿

に来たのは，ほとんど男子です。女子は殆ど続きませ

んし，数も少ないですね。(Ｍさん･Ｍさん･Ｈさん･Ｔ

さんを除き)やっぱり，女子は，行った所で根付くの

かも？やっぱり男女は違いますね，という暴言を吐い

て，また次回！

☆第６話☆

近年，合宿初日の昼食は「たらいうどん」に決まっ

ています。これは今では各班の親睦と「最初の料理」

として最も無難(天ぷらを揚げるくらいのものですか

ら)ということですが，実は始めたのは 1990 年です。

そう，忘れもしない，あの平安戦のあった 42 年ぶり

の丸亀高校野球部の甲子園出場の年です。

甲子園に出場す

るということは，生

徒は応援に行かな

ければなりません。

そうすると，合宿と

ぶつかるし，何より

私たちだって応援に行きたい！何せ 42 年ぶりですか

ら，「この次」は無いものと思いましたから。(その後

2000 年には春夏出場しています。)

そこで，３つの方法を取りました。合宿は当時も４

期制でした。まず第１に，何と３期の日程を１日早め

たのです。そうすることで，３期と４期の間を１日空

けました。(その日に試合があったのです。勿論応援

に行きました。)連絡を回して。それが可能であった

ということ自体恐ろしいことです。そうすると，２期

の最終日と３期の初日の昼食が「ぶつかる」ことにな

ります。当然食器などが足りません。

そこで，考え出したのです。「たらいうどん」を！

「たらいうどん」

なら割り箸と「つ

ゆいれ」があれば

何とかなります。

ということで，始

まったのです。

高３英語の文章に，「書き出すと，その書くことに

応じていろいろな考えが浮かび，話しが思わぬ方向に

発展する」という(趣旨の(笑))ものがありました。今，

まさにそうなろうとしています・・・

さて，第２の方法です。きっと１回戦で負けると思

っていたのが，勝ってしまいました。そうすると，ま
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さに４期の合宿中に試合が入ることになります。４期

は高１半分・高２半分・中３の選抜という編成でした。

合宿所から高校の集合場所まで高校生を送迎するこ

とは決まったものの，中３をどうするかということに

なり・・・結局，ワゴン車３台に分乗して甲子園へ向

かいました。それが「雨中の」「平安戦」
．．．．．．．．．．

だったので

す。(運転手は私と昨日のＮ君と高校部がなくて悔し

い思いをした世代のＨ君)

高校生には「おむすびに塩こんぶ，つけものにソー

セージ」という全員そろいの，しかも新聞紙でくるん

だ弁当を持たせました。(聞くところによれば，少し

人に笑われたけど，合宿中の全員が食べていることを

思い，心強かったそうです。(笑))当時は校長先生始め，

知り合いの先生方がたくさんいたので，チケットもい

ただき，中学生も高校生と一緒になって応援です。

試合は，延長戦(０－０のまま)となり，雨まで降り

出しました。しかもナイターです。そして・・・何と

勝ってしまったのです(ベスト８)。問題は，それから

でした。高速道路を飛ばして(暖房にしながらですよ)，

先に合宿所に帰り着き，それから高校生を迎えに。た

くさんの子は濡れて寒そうです。合宿所では，熱めの

シャワーと食事を用意していました。全部真夜中の出

来事です。

さて第３です。翌朝の起床は 10 時。しかも合宿最

終日に試合ということになってしまいました。そこで，

合宿を１日早めに切り上げたのです。その代わり，「塾

学習」を１日とるということにしました。

準決勝の相手は天理(優勝校です)。試合前の練習を

見た瞬間に，これは・・・と思いました。全く違うの

です。体格から何から。(ちょっと安心もしました

が・・・)

「たらいうどん」から随分発展してしまいました。

ただ付け加えておくと，このときの高２から中３にか
．．．．．．．．．．．．．

けて，高１の学力テスト９連勝
．．．．．．．．．．．．．．

が達成されたのです。

(未だに破られていない記録です。２年余り，学年ト

ップを独占したのです。(３年間 12 回中 11 回トップ

ということも素晴らしい。後の１回は２位！))

だから，「机の前で勉

強する」だけが「勉

強」ではないのです。

雨の中，必死で応援

する行為も「勉強へ

の集中力」という点

では貴重なことなのです。

☆第７話☆

1991 年の合宿では，都合で，高３理系を２期に固

めました。ところが，学校の補習(課外)とぶつかる日

ができたのです。それは「もめごと」が表面化するま

で私は知りませんでした。

今もそうですが，当時もいわゆる(「否定語」です

よ)「ダッシュクラス」にはたくさんの塾生が属して

いました。そのクラスでのことです。ある，事情をあ

まりよく知らない子が，漏らしてしまいました(課外

と合宿がぶつかるということを)。そして，担任は当

然のように「課

外に来い」と言

ったのです。

ほとんどの塾

生は，何も言わ

ずに，合宿に来るつもりだったようです。しかし表面

化してしまいました。しかもかなり強い口調で言われ

たようです。

たまたまその担任と私は高校時代の同級生でした

(名前を知っている程度の)。そこで，電話をし，いろ

いろ話しをし，結局，その担任は「生徒の自由にさせ

よう」と提案しました。私たちは，そうすると合宿に

来ると思っていましたから，そういうことは言えませ

ん。彼は，当然「学校」を選ぶと信じていたのでしょ

うか。そして，合宿初日，誰一人遅れることなく合宿

に来ていました。

高３が勉強している(自主学習)部屋に入るのが憚ら

れるほどの緊張感があったと高２のある子が感想を

残しています。「連棟式プレハブ」の，２階を歩けば，
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埃が落ちてくるような部屋(つまり天井を張っていな

い！)でしたが。

(この高３，34名の主な進学先を記録しておきます。)

(東京大 2，京都大 3，大阪大 2，神戸大 3，……)

****************************************
以上で「思い出話」はおしまいです。これで合宿所

の歴史や設備などの概略が分かったことでしょう。

次は，中 1 の子達の反省文です。中１は，「初めて

のレーゼクライスの合宿」ということで，何かと不安

も大きいでしょう。また，逆に，小学校以来の様々な

「宿泊学習」で，おかしな思い込みがあっても困りま

す。それでこのようなコーナーを作ることにしたので

す。ただし，これらは，既に大学生(社会人)になった

諸君が，中 1の時に書いたものです。イニシャルの後

の大学名は，中学部を卒塾し，丸亀高校へ進学し(１

名だけ坂出高校)，そして，その大学へ進学した諸君

(つまり，最低６年間通塾！ということは６回合宿を

経験することになった諸君)のものです。今年(2012

年)，大学に入った子たちのまで含め，10 年間分の中

学１年生の反省文を各年度約４名ずつ抜き出しまし

た。たくさんの反省文があって，掲載するのを選ぶ作

業は難しいですね。

◎『第 17 期（1997 年）』◎

○久しぶりに包丁をにぎってみて，うれしいよう

な悲しいような，複雑な気持ちでした。そして，

いざ切り始めると，きゅうりの輪切りがなんと，

下まで切れてなくて，持ち上げると，びろ～んと

つながっていたり，じゃがいもの皮をむいている

ときに，皮がむけないで，指が切れそうになった

ことも何度かありました。でも，その分，きちん

と輪切りがで

きたり，皮が速

くむけたりし

たときの喜び

は，何ともいえ

ませんでした。

（Ｔ・Ａ）(香川大･経済)

○………間食をしないせいか，１回にご飯を平均

３杯くらいは食べた。うどんなどは５玉は食べて

いた。塾長の話しの中に，うりだけでごはんを８

杯食べた人がいた，と言っていたが，さすがにそ

れは無理があると思える。来年はできればそれを

目標にしようか，と考えてみたりした。

（Ｍ･Ｋ）(東京大･理)

○僕は，洗たく係になって最初の日，洗たくの仕

方が分からなくて，２年や３年の人に聞くと，細

かく洗たくの手順を教えてくれた。２日目，洗た

くの仕方が分かったので，もうできると思ってや

っていたけど，

今度は洗たく

物が多すぎて，

一度には洗え

なくて，２度に

分けてやると

とても時間が

かかった。３日目，今までの反省を生かして洗た

くをするとスムーズにできた。

（Ｙ・Ｍ）(東北大･経済)

○合宿には，本当に勉強と遊び(？)の両方があった。

一番印象に残っているのはゲリ単だ。なぜか２回

ともわが班がトップで，最後の反省会でプリンを

自分の班だけ食べられたからだ。しばらく優越感

にひたっていた。それともう一つ。２回とも 20 点

で，プリンの

上にアイスク

リームももら

ったからだ。

確かに美味し

かったけど，

それまでの５

日で，「アイスクリーム」とか「ジュース」とか「お

かし」とかが全然必要でなかったので・・・・な

どとはいっても，やっぱり美味しかった。

（Ｓ･Ｏ）(早稲田大･教育)
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◎『第 18期（1998 年）』◎

○私にとって，合宿中での一番の出来事は，ゲリ単を

洗たくしてしまった事です。洗たくをしていると，ゲ

リ単がなかったから，どうしたのかな，と思っている

と，友達が，「洗濯機の中じゃないの」と言うので，

見てみると，なんと緑色の物が中でまわっていたので

す。取ってみると，やっぱりゲリ単でした。…そのま

ま，続けていると，脱水機の音を聞いて塾長が来てし

まい，塾長にゲリ単の事がばれてしまいました。でも，

なんにも言われなかったので，少しホッとしました。

……いつもより点数がよかったのがうれしかったで

す。

（Ｍ・Ｈ）(岡山大･薬)

○あれは合宿１日目の夜の事でした。班員全員がシャ

ワーを済まして１年生３人で服を洗たくしに行きま

した。ふつうに服を洗たく機の中に入れ，ふつうに洗

剤を入れ，ふつうに洗たくを始め，その場から離れる

こともなくずっと洗たく機を見ていたのに事件は起

きたのです。洗た

くが終わった音

が鳴ったので，僕

は洗たく機のふ

たを取りました。

すると，洗たく機

の中にあるはずの衣類が全く無くなっていたのです。

「なぜだー」と思い，もう一度よーく見てみると，犯

人が分かりました。それは，洗剤を入れ過ぎたせいか，

洗たく機いっぱいにつもった大量の「あわ」でした。                     

(Ｋ･Ｍ)(京都大･法)

○この合宿での一番の思い出は，やはりゲリ単です。

……合宿前までは１０点前後(１ケタがしばしば)だっ

た私が，１９点，２０点を取りました。今まで満点を

とったことがなかったので，うれしかったです。勉強

すれば，必ず点は取れるということを実感しました。

家でも，これだけ勉強すれば取れるのにと思ってしま

います。…         (Ａ･Ｎ）(東京工業大･３類)

○合宿での一番の思い出は，ゲリ単のテストで２０点

をとったことだ。今までに満点をとったことは，たぶ

んなかったので，これは本当にうれしかった。合宿で

の班別学習は，家

で勉強をするより

も，数倍は能率が

あがった。先ぱい

は，分からないこ

とがあると，すぐ

に教えてくれた。その先ぱいは，ほとんどぼくたち１

年生に色々なことを教えてくれていて，自分は学習時

間が少なくなったにもかかわらず，ゲリ単は連続２０

点だった。尊敬する！合宿では，なぜか勉強するのが

楽しかった。友達や先ぱいといっしょにできたからだ

と思う。                  （Ｓ・Ｈ）(岡山大･農)

◎『第 19期（1999 年）』◎

○僕が反省したい点は，役割の朝食準備です。上級生

の人にほとんどのことをまかせてしまい，何もしない

でいました。食器の皿の枚数数えなども，指示をもら

わないと，うまくでき

ませんでした。みそ汁

のつぎ分けが，数が足

りなくなってしまっ

て，すぐに作ったみそ

汁も味付けがとても

濃かったらしいです。

この合宿でおもしろかったことは洗たくです。初めて

した時は，ちゃんとできるか少し不安だったけど，し

ているうちに，なぜか楽しくなってきて，明日は色分

けをちゃんとしてみようとか考えていました。干す時

もいかにバランスをとってほそうかと考えながら楽

しみました。

(Ｙ･Ｋ)(大阪大･理)

○……私は皿洗いをしていました。４人で同じことを

しているのでそれほど大変ではないと思っていまし

た。でも思っていたのとはけた違いでした。とにかく，

すごい量。家で手伝いをしているのとは大違い。４人
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でしていてもな

かなか減らず，

もう途中で逃げ

出したいと思っ

たりもしました。

でも，そう思い

ながらも，やっ

とのことで片付いて終わった時は，何だか心がすっき

りしたような気持ちになれて，「やってよかったなァ」

と思えました。          

(Ｃ･Ｏ)(徳島大･薬)

○合宿で大変だったのは，昼食準備でした。勉強を途

中で切り上げて，いろんな意味で熱気ムンムンの所で

働かなければ

ならないなん

て。トホホ。

初日のたらい

うどんは天ぷ

らのせいか，

熱くて熱くて

たまりませんでした。うちわを持っていけばよかった

なとこうかいしていました。そして，その時に，すご

い秘技をあみだしたのです。「秘技！つゆグルグル回

転アターック」この技をあみだしてからはけっこう楽

でした。内容は企業秘密です。       

(Ｋ･Ｋ)(東京大･文３)

○……でもテストが戻ってきた時，ぼくは正直言って

驚いた。ゲリ単のテストの中で二番目に低い点数だっ

たからだ。それで僕

は勉強が少なかった

と思って反省してい

る。……最後の反省

会で，その反省会が

合宿の中で一番目く

らいに楽しかった。喜多さんが歌ったときは少しうる

さいとか思ったりしたけど，けっこう楽しかった。自

分の班の順番が来た時は，自分に当たるかもしれない

ので少し緊張した…

             (Ｋ･Ｈ)(東京大･理３)

◎『第 20期（2000 年）』◎

○……合宿中に食べた桃とスイカは最高でした！果

物のことで一番印象に残ったのは，ソフトボールをし

ていた時に食べたスイカです。あの時は，私はＢコー

トで試合を見て

いたのですが，塾

長がＢコートま

でスイカを１つ

持ってきて「今切

ったスイカおい

しいよ！！」と言

って，その場で１口スイカを食べて見せました。そし

て，「う～ん，おいしい。」それを聞いて，Ｂコートの

試合を見ていた女子は，ほとんどの人がスイカを食べ

に行きました。私もそのうちの一人なんですが，その

スイカは，本当にあまくて，おいしかったです。

(Ｎ・Ｙ)(岡山大・薬)

○ぼくの班の役割は，夕食片付けになったんだけど，

すごく大変でした。それは，夕食前の班別で，少しは

ゲリ単を勉強していたけど(少しなのは時間がまだあ

ると思ったから)，夕食後，片付けを終わったら，急

いでシャワー，単語テストなので，全く時間がなくて

困りました。次の日からは，ゲリ単を窓のサッシとガ

ラスの部分(フレーム？)にはさんで，おぼんをふいて

いました。しかも，先輩の洗うスピードがメチャクチ

ャ速くて(追いつけないほど)，つかれました。ちなみ

に，グリーンポットのごみ捨てで，何か，かかしがこ

っちをにらんでいるような気がしたり(片手がなくて

怖さ倍増！)・・・    (Ｒ・Ｉ)(神戸大・国際)

○ゲリ単をここまで集中し，覚えたのは初めてだった。

今までは，適当にパッパと見て，テストをしていた。

しかし，合宿中は，自分が悪い点をとってしまうと，

班のみんなにも迷惑になってしまうので，必死に勉強
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して，発音記号や反意語，同意語まで覚え，テストし

た。班の人も，みんなおもしろい人ばかりで，寝る前

とかに，一緒に話したりした。だけど，勉強になると，

人が変わったみたいに真剣になって勉強していた。分

からない所を質問すると，とても分かりやすく，てい

ねいに教えてくれた。それだけでなく，発音記号の覚

え方なども教えてくれた。あの班になれて，本当に良

かったと思う。・・・・    (Ｋ・Ｈ)(大阪大・理)

○私が合宿をしてみて，一番驚いたのは，１日のうち

で，勉強することができる時間が多いということでし

た。本当は役割があったりそうじがあったりで，家に

いる時よりも勉強できる時間は短くなるはずなのに，

家でやるよりも，たくさんの量をすることができまし

た。「時間ってつくろうと思えばいくらでもつくれる

んだな」と思いま

した。次に驚いた

のは，まわりの友

達のやる気！！消

灯ギリギリまで，

中２や中３の人に

教えてもらいながら宿題をしている友達を見ると，

「寝てる場合じゃないな・・・」と思い，自分もテキ

ストを開いて，問題とにらめっこしていました。

(Ｍ・Ｊ)(一橋大・商)

◎『第 21期（2001 年）』◎

○いっぱい勉強した。勉強した時間は，びっくりする

くらい多かった。ゲリ単で高得点を取ったのは，かな

り久しぶりだった。桃がおいしかったので，1 日 4 個

ぐらい食べた。昼食の片づけで，初めて「ため洗い」

ということをした。6 時にバッチリ起きられたので安

心した。ソフトボールで，ボールがバットに当たった

時は感激した。・・・  (Ｙ・Ａ)(横浜国立大・経営)

○ある夜，ぼくが一生懸命せんたくをしていた時の

事・・・せんたく機の中の水の色がなんと赤～くそま

っていました。「なっなんだこれは！！」とぼくがさ

けぶと，あるＡ君が「それ色おちしとるやん。」と言

いました。ぼくは，絶望しました。みんなに「おい！

なんやこれは！」と怒られる所が頭にうかびました。

ぼくがなんとかしようと考えていると，あるＢ君が

「別々にすすぐとえんちゃん」と言われ，そうだ！と

思い，がんばってすすいでいると色がおちました。「や

ったー」と心の中でさけんでいたけど，自分の服だけ

うすく赤～くなっていました。

        (Ｓ・Ｎ)(一橋大・商)

○……昼らへんになって昼食準備の班やったけん昼

食つくりになった。今まであんまり作ったことなかっ

たけん３年生や２年生の先輩にいっぱい教えてもら

った。２日目の玉ねぎ切る時とかも，けっこう教えて

もらったけん，終わるころには前よりうまくなったと

思う。・・・・朝

はきみょうな音

楽で目がさめた。

けっこう寒かっ

た。グラウンド

まで歩いていく

時はあくびがたえることがなかった。ラジオ体操は小

学校が終わってやっとしなくていいと思ったのに再

びせんといかんので少しショックだった。そのあとの

草ぬきは草ぬきではなく草ちぎりだったような気が

する。でも最後の日に，山下さんが「これぬけるよー」

って言った草が軽々ぬけたけん急に草ぬきに目覚め

てぬける草ばっかさがしてぬいた。

            (Ｙ・Ｍ)(大阪大・工)

○初めての合宿で，３年生が恐かったりしないかな，

と心配だったけど，意外と３年生はおもしろくて，よ

かったです。ゲリ単は，一生懸命に勉強したので高得

点でした。初の満点もとれて，うれしかったです。大

学生の人達も，おもしろい人達ばかりだったので，楽

しく班の仕事や勉強ができました。思い出は，シャワ

ーの時に，３日全部めがねをかけてあらってしまった
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ことです。みんなに笑われました。二つ目は，昼ごは

んのかたづけの時に，バケツの中に泡が入ったまま水

をかけたら，

泡がモコモコ

と出てきて，

２年生のＹ君

と遊んでいた

ことです。そ

して，このあ

との生ゴミを捨てるグリーンポットはめちゃめちゃ

臭かったです。       (Ｔ・Ｍ)(東京大・理Ⅰ)

◎『第 22期（2002 年）』◎

○……第１回目のゲリ単は不本意な成績をとった。平

均点もいつも

よりはるかに

高かった。だか

ら２回目は，必

死になって勉

強した。洗たく

しながら友達

といっしょに勉強した。この時間が楽しくて，洗たく

が好きになった。      (Ｋ・Ｔ)(岡山大・医)

○まさか連続満点がとれるなんて夢にも思いません

でした。勉強した時間はいつもとあまり変わりません

でした。でも，どんどん単語が頭の中に入っていくよ

うな感じでした。これも，合宿パワーなんだなぁと思

いました。合宿所

は，とても静かで

集中することがで

きました。だけど

これからは，普段

からいい点が取れ

るようにがんばりたいです。この合宿はとても楽しい

ものでした。寝る時だって，思っていたほど暑くはあ

りませんでした。洗たくは，最初の方は，どれくらい

回せばいいかやどれくらい洗剤を入れたらいいのか

分からずに，とても苦労しました。でも，最後の方に

なると，だいぶ慣れてきて，すばやく終わらせること

ができました。……    (Ｔ・Ｎ)(東京大・文Ⅰ)

○……僕が学んだことがいくつかある。１つ目は洗た

く機の使い方。これは家に帰って驚いた。合宿のは全

て洗たくそうと脱水そうが分かれていて目がはなせ

ないのだが，家のは全自動でピッピッピッでＯＫなの

だ。こんな所でも合宿所の不便さが分かる。２つ目は

スイカのゼータク食い。塾長直伝で，しかも「うまい」

と言われた。３つ目は人間，クーラーがなくても寝れ

るということ。クーラーのタイマーで電源が切れたと

たんに飛び起きる僕がクーラーなしで寝れたのはす

ごいと思う。ソフトボールはとてもおもしろかった。

野球歴０の僕でもヒットが打てたのだ。それは２－５

で負けている時のことだった。二死満塁でバッターは

僕。かなりあせった。しかし運よくボールがしんに当

たり，１･２塁間をぬけていった。その時のうれしさ

はたとえようがない。……

(Ｄ・Ｍ)(大阪大・経済)

◎『第 23期（2003 年）』◎

○……先ぱいがいろいろな事を教えてくれたので，と

ても楽しくすごせました。ゲリ単のテストがあって，

読み方の分からない単語がありました。なかなか話せ

なかった班の人に聞いてみました。すると，優しく教

えてくれました。それからは，いろんな人と，ふつう

に話ができるようになり，いつも有意義な時間がすご

せました。果物時間では，どんどん桃を食べました。

今まで，あまり好きではなかった桃を一つ食べてみま

した。すると，とってもあまく，１口でとりこになっ

てしまいました。      (Ｍ・Ｋ)(岡山大・教育)

○……１番夕食の片づけがつらかった。次から次へと

皿が出てくる。ずっと立っていると「こし」が痛かっ

た。この時，お母さんのありがたみを改めて感じた。
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合宿から帰って，お母さんの手伝いをよくするように

なったと自分では思ってます。そして，私はゲリ単の

テスト勉強を本当に必死でやった。……同じ班の１年

生と問題の出し合いをした。１日目は夕食片付けの後，

発音記号を覚えようとしていた。でも役割が終わると

すぐシャワー。そしてテスト。私は１日目のテストで

発音記号を班別学習でよゆうを持ってやっとけば良

かったと，とても後悔しています。３日目(２回目の

テスト)は，失敗をしないようによゆうを持って取り

組めたせいか，初めてゲリ単で満点でした。すごくう

れしかったです。

(Ａ・Ｋ)(関西学院大・教育)

○100 人近い人数のごはんをつくるのは，とても大変

な事でした。いつも家でつくっている量よりはるかに

多く，特にから

あげをつくった

ときは死ぬかと

思うくらい暑か

ったです。でも，

一生懸命つくっ

たかいがあり，塾長先生も「おいしい」と言ってくれ

ました。テストの方は全然ダメで，２枚とも満点をと

ることができませんでした。テストが終わって，「も

うちょっと勉強しとったらよかった。」と何度も思い

ました。本当に

残念です。やは

り，何と言って

もソフトボール

がおもしろかっ

たです。あまり

ソフトボールな

どする機会がないので，上手にバッティングできるか

な，とか，エラーしたりしないかな，とか不安ばかり

でした。でも，ホームランも４本ぐらい打てたし，守

備の方もいいプレーができたので，ぼく的には 100

点満点だと思います。 (Ｈ・Ｊ)(横浜国立大・経済)

○……ゲリ単を見ながら洗たくをした。先パイに使い

方を教えてもらって，最初は不安だったけれど，洗た

く機を使えるようになれた。今では，今までできなか

った洗たくが，家でもできるようになれた。でも，洗

たくをするのにとても時間がかかってしまった。もっ

とうまくしなければと思う。でも，洗たくをしながら

風呂(シャワー)あがりのコーヒー牛乳は最高だった。

……うれしかったのは，先ぱいから声をかけてくれた

ことだ。やっぱり１年からはかけづらいからうれしか

った。私が２年になったら，どんどん１年生に声をか

けてあげたいと思う。

(Ｙ・Ａ)(京都大学・医学部人間)

◎『第 24期（2004 年）』◎

○１期は，はじめの２日間は，台風のせいで，楽しみ

だったソフトボールができなかった。雨のため，教室

から教室への移

動も大変だった。

しかしそのおか

げか，ソフトボ

ールでヒットを

打った時の快感

は，雨のせいでつのっていた不満をボールといっしょ

にとばしてくれた。チームは勝ったり負けたりだった

けど楽しかった。       (Ｔ.Ｍ)(岡山大・文)

○２日目になると，少しはなれてきて，先ぱいに質問

してみたり，課題を終わらせたり，とよゆうが持てる

ようになってきていました。夜の単語テストは，みん

ないつもと違

って本当に熱

心に勉強して

いました。ぼく

も，みんなが勉

強しているの

を見て，「今日の単語テストは，いつもよりもう少し

だけでもがんばろう」と思い，班別学習の時間にも単
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語の勉強をしていました。４日目の最終日には，起き

た時に「もうここを出ていくのか」とか「もう少しこ

こにいたい」と思っていました。

(Ｋ.Ｋ)(名古屋大・法)

○１年のベータチームに勝ったので，３年生と試合を

しました。ぼくは，この時３ランホームランを打つこ

とができました。とてもうれしかったです。結果は１

０－５で３年生に

勝つことができま

した。とても楽し

かったです。それ

と，夕食片付けの

時は大変でした。

からあげの後の大なべとかは，汚れていて，なかなか

おちませんでした。でも，一生けん命みがくとだんだ

んきれいになっていって少し面白かったです。

(Ｊ.Ｋ)(香川大・医)

○役割を終えるとシャワーが待っている。その後，大

量の洗たく物を

洗っていると，単

語テストが始ま

ってしまう。単語

テストが終わっ

た後，急いでほさ

なければいけなかった。２回目は間に合わそうとし，

シャワーの前に水をためておいた。けれど結局間に合

わなかった。今度する時は，もう少し良い案を考えて

行ってみようと思った。合宿に行く前，とても暑いだ

ろうなと思っていた。予想通りとても暑かった。家へ

帰る時，やったーすずしいと思っていたら，クーラー

をしている所はまーまーすずしいが，家の廊下はとて

も暑かった。風がないからだった。合宿所はどこにで

も風がある。私は，どちらかというと，どこにでも風

がある合宿所のような所の方が好きだと思った。

(Ｍ.Ｎ)(早稲田大・基幹理工)

◎『第 25期（2005 年）』◎

○……合宿１日目，どこに何があるのか分からない状

況の中，いきなり始まったのが昼食作りです。私は家

ではろくに料理もしたことがないし，ちゃんとできる

のかなと思ってい

ると，班長をはじ

めとする先輩が

「ほう丁はここに

あって，まな板は

ここにあるから。」

というように全部説明してくれました。また，洗たく

をするときも合宿初日は最初から最後まで全部つき

っきりで教えてくれました。自分もゲリ単等の勉強で

大変だと思うのに，私が分からなかった問題を分かる

まで説明してくれました。来年は今までしてもらった

ことを忘れずに，初めての合宿の人に教えてあげられ

るようにしたい。       (Ｋ.Ｈ)(岡山大・農)

○夕食の片づけはとてもたいへんな作業だった。おぼ

んを洗ったり食器を洗ったり，その数がぼう大な量な

のだ。私は，おぼん洗いをした。洗っておぼんをふい

ていくという作業だ。最初は服がぬれてしまったりし

ていたが，二日も三日もやっているとだいぶこつがわ

かってきた。夕飯片づけが終わったときは思わず声を

出して「ヤッター」と言ってしまうほど喜んだ。

(Ｍ.Ｓ)(香川大・教育)

○……ソフトボールでは，はじめはバットを振るのが

いやで，はじめて打つ事になった時は失敗ばかりだっ

たけど，何回かやっていくうちにバットにボールがあ

たるようになり，(アウトばっかりだけど)とてもうれ

しかったです。

班別学習の時

には宿題や課

題などで先ぱ

いに質問した

ら，きちんと説
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明してくれて，とても分かりやすくてびっくりしまし

た。来年は私が質問される方の立場になると思うと，

ちゃんと答えられるか少し不安になりました。しっか

り勉強しておこう。

(Ｍ.Ｋ)(山口大・人文)

○合宿で一番楽しかったことは，ソフトボールと夜。

ソフトボールは生まれて初めてしました。始めは，「や

らない！」と思っていました。でも，いざやってみる

と，とてもおもしろかったです。最初は，ボールかス

トライクか，見分

ける余裕もなく，

ただバットをふっ

ているだけでした

(というより，ソフ

トボールのルール

さえも分かってなかったんで…)。でも，だんだんボ

ールを見分けれる余裕も出てき，ファールながらも，

バットにボールが当たるようになりました。そして…

カキーンと打って，一塁へ。やった！！と思ったら，

「ハイ，交代～」の声が……

(Ｙ.Ａ)(京都府立医科大・看護)

◎『第 26 期（2006 年）』◎

○自分で洗たくや料理などをするのははじめてでい

ろいろ勉強になりました。洗たくもはじめは，やり方

も分からなかった

けれど，先ぱいや

友達からやり方を

教えてもらって少

しずつできるよう

になりました。そ

うした中で，干す時に服のしわをある程度とってから

干したり，洗っている時にゲリ単をするなど工夫でき

るようにもなれました。合宿中のご飯はとてもおいし

かったです。やはり，汗をかきながら勉強した後だか

らでしょうか。特に，かぼちゃの天ぷらがあまくて，

今までたべたかぼちゃの中で一番おいしかったです。

(Ｓ.Ｋ)(京都大・農)

○…いくら初めてのことだとはいえ，集団での行動は

今までに全く経験が無かった訳ではなかったはず。も

っと周りをよく見て冷静に考え対処することが出来

ていれば，この期があそこまで(３期は最低と)言われ

る事はなかった

と思う。この新

たな発見は来年，

再来年にも活か

すことが出来る

と思うので，ず

っと忘れないようにしたいと思う。でも，せっかく３

学年が集まっているのだから多少は話すことも大事

だ。例えば，

自分のやっている課題で分からない所があればすぐ

先輩に聞く。こうして会話することによってこれから

も使える勉強法を伝授してもらえたり，次からは勉強

以外のことでも気軽に質問できたり・・・といったよ

うなことも後からついてくる。・・・・

(Ａ.Ｙ)(立命館大学・法)

○…私はこんなに１日中勉強したのは初めてだった。

４日間も音楽は聞けない，マンガは読めない，アニメ

は見れない，ラジオは聞けないというのはつまらない

と思った。だけど２日もすると慣れて，アタフタして

いた日程も少しずつ解るようになってきた。ソフトボ

ールをするのは面白かったし，スイカや桃はおいしか

ったし，先

輩方と話し

てもりあが

るのも楽し

かった。単

語テストで

２回目の満

点が取れたのも嬉しかったけど，１番嬉しかったのは，

１回目の単語テストでビリだった私達の班が２回目

で１位におどり上がったことだ。世の中予想できない

ことばかりだなあと思った。……

(Ｓ.Ａ)(大阪大学・人間科学)
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○ぼくの思い出は，ソフトボール大会いらいに丸亀校

の人たちに会えたことです。……洗たく係になって初

め少し教えてく

れてあとは自分

達でできたこと

と夕食前に洗た

くしおえて単語

テストの勉強が

できていつも以上に点がとれたことがよかったです。

果物時間ではスイカと桃を食べて，いつもはあまりた

べなかった桃を，この合宿を通して少しずつ食べるよ

うになってきました。……ソフトボールはほとんどし

たことがなくて空振りが多かったけどヒットを打っ

たときはうれしかったです。……

(Ｓ.Ｋ)(名古屋大・工)

次は，去年(2011 年)の中１～高３までの諸君の『合

宿反省文』からの抜粋です。

2011 年合宿反省文より

2011年(第 31期)夏期合宿は，7 月 31日(日)～８月

17 日(水)の間に行われました。中学生が１・３期，

高校生が２・４期でした。

中１

○私は正直，合宿前は合宿があまり楽しみではありま

せんでした。でも，実際に合宿に行くと，最終日には，

「帰りたくない！」「もっと合宿所にいたい！」と思

いました。そう思ったのは多分，いつもの生活が乱れ

た勉強もあまりしない生活よりも，充実感や楽しさを

感じたからだと思

います。勉強に楽し

さを覚えることが

できたのは，きっと

勉強をする中に，果

物時間やソフトボ

ール･夕食作りなどがあったからです。『テスト』が２

回あるというのも，プレッシャーながらいいシゲキに

なりました。班の一人として，足をひっぱりたくな

い！そんな気持ちが，より勉強をするはげみになりま

した。……

(Ｍ.Ｉ)

○2 日目は，グラウンドでの草ぬきをしてびっくりし

ました。｢まさかこんなに草があるなんて」と思って

しまいました。ぬい

てもぬいても，草は

たくさんあって，気

が遠くなりそうな

感じでした。でも，

山下さんがいっき

にものすごい量の草をぬいていて，「すごすぎる！」

と思いました。

(Ｍ.Ｏ)

○昼食の片付けや班別学習のときに計画をしっかり

たてて，次なにをしなければいけないかということを

常に考えていたのですごく充実していると自分では

思いました。1 日の生活の流れは，

ラジオ体操→勉強→朝食→勉強→そうじ→数学→班

別→昼食→片付け→勉強→ソフトボール→夕食→勉

強(洗濯)→反省会→勉強→寝る，という感じでした。

ほとんど，自由時間がなく自分のやるべきこと(課題

や宿題)を探して勉強していくという感じでした。

(Ａ.Ｆ)

中２

○大学生や異学年の人達と一緒に何かをするのは良

い経験になった。普段，家でテスト勉強をしているが，

合宿中には班ごとに分かれて勉強した。班員の合計点

で競い合うことも

あって，「自分以外

の人のために努力

する」絶好のチャ

ンスだと思った。

合宿の生活は，炊

事･洗濯･掃除…など，何から何まで自分たちでやらな

ければならない。だから，いつも自分は周りの人に支
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えられているんだなぁと感じた。

(Ｒ.Ｔ)

○役割では，自分たちの班は夕食片付けになりました。

僕は，外で主に鍋などを洗いました。夕食ではごうか

なメニューが出される反面，メニューのごうかさに比

例して，片付けは

とても大変にな

っていくのです。

特に，カレーの日

の時は，とても力

仕事になりまし

た。スポンジではまったくよごれがとれず，金たわし

じゃなきゃいけませんでした。洗剤を使い，金たわし

で一生懸命こすり，水で洗い流した後の達成感は，な

んともいえませんでした。

(Ｔ.Ｍ)

○今年は昼食準備ということで，(去年は片付け)また

違った役割から色々感じ取ることができました。それ

は，「作る側の努力は作る人にしか理解できない」こ

とです。……天ぷらを揚げている男性陣の感じる暑さ

はとても言葉では表現しにくいです。扇風機があって

も，天ぷら鍋付近の温度は外とはあきらかに違いまし

た。昨年天ぷら

や唐揚げや，食

べきれなかった

ものを思い出し

ました。ちょっ

と昨年の自分を

情けなく思いま

す。こんなに汗だくで全員分の食事を作っているのだ

と思うと，「なんで作ってくれた側のことを考えられ

なかったんだろう，理解できなかったんだろう。」と

しみじみ感じました。結局役割に楽はありません。去

年と違う立場たって，初めて分かりました。自分が相

手を理解して，本当に相手に感謝するためには，相手

の立場に立たなければならないと思います。…

(Ｓ.Ｍ)

中３

○合宿の中で 1つ思い出があります。それは 2回ある

単語テストです。……どちらも満点までは行かず惜し

くも 19 点でした。しかし，班員全員皆良い点をとっ

ていたので 1回目，2回目共に優秀班でした。……大

事なのは結果よりもそこまでの努力だと僕は思いま

した。なぜなら，

普段だったらも

う少し悪い点だ

ったかもしれな

いところを努力

が点を押し上げ

たように感じたからです。

この合宿では努力の大切さというのも学びましたが，

他にも他人のために頑張ることの大切さも学びまし

た。単語テストでは頑張って高得点を取ってくれてい

る人たちのために良い点を取りたい，皆が美味しいと

感じるような料理を作りたいと感じるようになりま

した。

(Ｋ.Ｏ)

○私はじゃがいものふかし方とか知らなかったけど，

この合宿で学べました。自分達が作った中で，一番自

信を持てるのはこ

ふきいもです。簡単

な料理だけど，すご

くおいしかったで

す。今まで嫌いだっ

たけど，好きになり

ました。それは，うまくこふきいもが作れたのもある

けど，もちろん塾長達が作ったじゃがいも本来がおい

しいからです!!こふきいもだけでなく，カレーのにん

じんやきゅうりなど，新鮮でおいしかったです。合宿

では，野菜や桃などのおいしいものを食べられるのも

醍醐味だと思いました。

(Ｎ.Ｉ)

○私が去年より成長できたと思うことは，まわりをみ

るよゆうが持てるようになったことです。過去の 2年
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間は自分のことで

精いっぱいで，全

く周りに目がいっ

ていませんでした。

……班長ともなる

と，自分のことは

できていて当たり前でなければならないと思います。

(Ｙ.Ｎ)

高１

○今回の合宿で「学習」について感じたことは，合宿

ほどの時間があっても，まだ足りないということだ。

手を付けられなかった教科もあったりして，高校の学

習は本当に多くの内容があり，多くの時間を要するん

だと改めて感じた。生活の面では，今まで何度も経験

してきただけあって，

高２，高３の先輩

方の役割のこな

し方はとても速

くとても正確だ

ったように感じ

た。一応自分もそ

れに劣らないよう頑張ろうとはするが，やっぱり先輩

には劣ってしまった。でもこれは，回数どうこうより

も，気持ちの持ち方にあったのかもしれないと思う。

自分はどこかで「誰かやってくれる」という甘えの気

持ちがあった。そういう意味でも，やっぱりまだ幼い

なと感じた。

(Ｈ.Ｔ)

○中学生の頃とは違い，高校生の班別平均点は合計点

が１点や２点違うだけで順位も変わる恐ろしい世界

だった。４班は

３位で，１位の

班との合計点

差は３点。あき

らかに私の責

任だと思った。

プレッシャーがかかった。今度は班員のみんなに迷惑

かけないようにとにかく集中してやろうと決意した。

別のテストとも重なっていたので，単語テストにかけ

れる時間は 1回目より短かったはずなのに，自分でも

驚くほど集中できた。結果は 19 点と前回よりも４点

上がり，さらに判別平均点でも１位をとることができ

た。私は，時間がいくらあっても質の良い，内容の濃

い勉強をしないと意味がないと感じた。あとある程度

のプレッシャーの中でやると，意外に勉強がはかどる

ことも分かった。ただ，料理だけは，プレッシャーの

中作ったら，失敗してしまった。みなさんすいません。

(Ｓ.Ｙ)

○果物時間が楽しみでならなかった…食べたことが

ないくらいおいしかった。１年分の桃は食べたと思う。

勉強合宿。まさ

にその通りの

合宿だったと

思う。自分が学

習すると同時

に質問に答え

ていたが，相手が理解してくれるように教える。その

ためには自分が十二分理解していないとできない。教

えることで自分も学んでいるのだ。教える，この行為

の難しさを感じた。

(Ｔ.Ｙ)

高２

○毎年思うのだが長いようで短い合宿であったよう

に思える。長いと感じたのは，単語テスト前の５分間。

本当に集中できたし，いつもこれぐらいの気持ちで勉

強できたらど

れほど身に入

るだろうかと

考えたほどだ

った。短いと感

じたのは，夕食

準備のときだった。始まりが遅かったせいもあり，30

分くらい遅れてしまった。途中で火が消えるというハ
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プニングもあった。そこからが３年生は違っていた。

すぐに行動に移り，テキパキと作業を始めた。本当に

頼りがいのある３年生であった。自分が自分の仕事を

見つけることもできずにいるときはいろいろ指示を

くれた。来年は自分が３年生になる番である。自分に

はできるだろうかとしばしば思った。

(Ｔ.Ｎ)

○合宿のスタッフの大学生は，私には，何かとてもカ

ッコよく見えて，ああなりたいなあと，勉強の意欲が

わいてきます。

１年生に４回

くらい数学の

質問をされた

んですけど，

私も分からな

くて，2分の 1

くらいの割合でしか答えられませんでした。その 2分

の 1も，大学生スタッフの人のようにはうまく教えら

れないので，もっと勉強しようと思いました。

(Ｋ.Ｓ)

○四日目の夜，悲劇がおきた。「からあげ」という庶

民的な食べ物を作るということで，まあ，楽に出来る

だろうとたかをくくっていたのが，甘かった。山のよ

うな「肉」，「肉」，

「肉」!そして，

それをあげて，

あげてあげま

くる!油がはね

る，はねる，は

ねる!そして，

自分はこう思った。「帰りたい…。」と。とにかく熱か

った。室内で，扇風機もつけないで，あんな高温なと

ころにいたので，本当に死にそうだった。でも，今と

なってはいい思い出だ。

(Ｙ.Ｔ)

高３

○そんな中で印象的だったのが大学生スタッフの行

動。どの人を見ても頭の良さはもちろん，料理ができ，

リーダーシップ

もあり，見習うと

ころがものすご

く多かった。つい

ついそんなスタ

ッフに頼ってし

まい，班長がすべきことまでもしてもらっていたのに

は情けなかった。……２年前は遠い世界にいた人達に

今は手が届くかどうか，と考える今の姿を高１の僕が

見たらきっと驚くはず。そしてもっと驚かしてやりた

い。

(Ｔ.Ｍ)

○合宿では食事，清掃など普段は家族がやってくれて

いることを自分達でしなければならず，「勉強」合宿

なのに時間のロスなのではないかと一見思われる。し

かし，そういう

ことを集団で

することこそ

が真の勉強の

あり方だと思

う。一人で部屋

にこもって勉

強していたら，確かにテスト点は取れるかもしれない。

しかし，テストの点をとること＝勉強という構図をも

ったまま大人になるようでは何かを見失っているよ

うに思う。そういう意味で合宿は意義があるものだと

思う。

(Ｓ.Ｋ)

○合宿が始まり，特に３年ということもあって，３年

だけの自習が多くなり，周りの皆の様子を見て、心底

自分が恥ずかしくなった。ただひたすらに黙々と集中

して解き続けるという姿勢(それが，受験生として当

然の姿なのだけれど)机の上に積まれた分厚い問題集，

書く音だけが響く空間。しばらくレーゼに行ってなか

った分，自分の中からすっかりそういう姿勢が抜けて

しまっている事を思い知らされた。そしてそれと同時
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に，初めから「できる人」なんて居ないという事も実

感した。そ

ういう人程，

黙々と「こ

れから先」

を見据えて

行動して努

力していけ

る人なのだと知った。私自身を思い返すと恥ずかしい

限りだ。部活，携帯，数々の誘惑に負け自分に甘い自

分をこの合宿で，いさめられた気がしている。実際，

恐ろしい様に思われていた1日8時間勉強は特に苦も

無く，むしろもっとやりたいと思えるようになってい

た。

(Ｍ.Ｋ)

***********************************************

《編集後記》

今年度(2012 年版)の『合宿の軌跡』を発行します。

近年行っていたブログからの抜粋は，ＰＤＦファイル

化をしてホームページに掲載することにしました。

「大震災・大津波」から１年余り。あのときに思っ

た『精一杯生きる』という決意を常に検証しつつ，ま

た改めて，頑張ろうと思っています。

今年は，８

月から合宿を

始めることに

なり，（いろい

ろな学校行事

がありすぎる

のです），また

高校生合宿を２・３期に戻しました。

今年も，みん

なと一緒に合

宿できる喜び

に感謝しなが

ら，暑そうな夏

を，熱い想いで過ごそうと思います。一人一人が知恵

と忍耐力を合わせて精一杯の努力を尽くしましょ

う！

2012年(第 32期)の夏期合宿予定は以下の通りです。

なお，例えば丸亀高校が甲子園に行くなどのハプニン

グが起これば，日程を変更することもあります。

○第１期(中学生)…８月１日(水)～４日(土)。

○第２期(高校生)…５日(日)～９日(木)。

○第３期(高校生)…10 日(金)～14 日(火)。

○第４期(中学生)…15 日(水)～18 日(土)。


